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1年 2年 3年 4年 5年 6年 特支

坂小学校
児童数 ６３ ３５ ５５ ４９ ７７ ７１ ８

学級数 ２ １ ２ ２ ２ ２ ３

横浜小学校
児童数 ４２ ５８ ４７ ５２ ４７ ５４ １４

学級数 ２ ２ ２ ２ ２ ２ 3

小屋浦小学校
児童数 １１ ８ １７ ７ １２ ５ ４

学級数 １ １ １ １ １ １ 1

坂中学校
生徒数 １０８ １３９ １０６ ７

学級数 ３ ４ ３ ３

坂町立学校 児童生徒数
（令和3年5月1日現在）



主体的に学ぶ児童生徒の育成
～生活科・総合的な学習の時間におけるＩＣＴを

活用した授業づくりを通して～

研究主題



研究推進協議会

校長会（月1回）
会長：校長会会長 構成員：各校校長 坂町教育委員会

プロジェクトチーム
事務局 ：校長会会長校
事務局長：校長会会長校 研究主任（研究推進リーダー）
構成員 ：各校研究主任
内 容 ：年間計画・単元開発・研究のまとめ

実施体制



小 学 校
中 学 校

低 学 年 中 学 年 高 学 年

チャレンジする力
【挑戦】
【粘り強さ】
【解決力】

・課題や自分で
決めたことに対
して、最後まで
やってみようと
している。

・課題や自分で決めた
目標に対して、粘り
強くやり通そうとし
ている。

・自ら課題を見付け、
取り組もうとしてい
る。
・粘り強くやり切ろう
としている。

・与えられた課題に対してだけで
はなく、自分なりに目標をもち、
果敢に挑戦しようとしている。
・決めたことは、困難に負けず、
やり切っている。
・自ら課題を見付けたり、調べた
り、工夫してまとめたりしてい
る。

表現する力
【自分】
【目的・相手・場
面】
【工夫】

・自分の考えを
もち、伝えるこ
とができる。

・自分の考えを、目的
や相手に応じて、根
拠を明確にして伝え
ることができる。

・自分の考えを、目的
や相手、場面に応じ
て、工夫しながら伝
えることができる。

・自分自身のことや自分の考えな
どを理解してもらえるように、
目的や相手、場面に応じて、内
容や方法、表現の仕方などを工
夫しながら伝えることができる。

協力・貢献する力
【役割】
【感謝】
【行動力】

・学校や家庭の
中での役割に気
付き、行動しよ
うとしている。
・ 「 あ り が と
う」が言える。

・学校や家庭、地域の
中での役割に気付き、
皆と協力して行動し
ている。
・進んで感謝の気持ち
を伝えている。

・学校や家庭、地域の
中での役割を考え、
皆と協力して行動し
ている。
・感謝の気持ちを相手
に伝わるように表現
している。

・学校や家庭、地域の中での役割
を自覚し、皆と協力して行動し
ている。
・地域の発展のためには、どのよ
うなことをすればよいかを考え、
行動している。

坂中学校区として系統的に育成を目指す資質・能力の具体の姿



【単 元 名】
お互いの命をまもり合おう

【単元の目標】
自分たちが生活している坂地域のよいところ

や課題を見付け、その課題の解決に向け地域の
方と連携しながら活動することを通して、地域
の一員としての自覚や誇りを持ち、自らの生き
方について考え、行動しようとする

第３学年 総合的な学習の時間



＜地域の課題を発見＞

収集した情報を

整理・分析
課題を「防災」に

焦点化

タブレット等で

情報を収集



＜知識を深める＞

環境保全と防災の
関係について調査

ICTを活用し発表
これまでの先輩
の取組から学ぶ



＜体験を通して学ぶ＞

災害派遣の体
験講話等

自衛隊装備の体験人命救助器具
の試作



＜追悼式を企画＞

各クラスより
メッセージ発表

地域の方

より講話

平成30年豪雨災
害追悼式企画



＜防災新聞作成＞

新聞社より

講師招聘
学習のまとめ

を発信
防災新聞つくり



＜地域へ貢献＞

ゲストティーチャー
よりアドバイス

地域貢献のため
の行動に移す

ゲストティー
チャーに発表



【ゲストティーチャーに発表した課題】
（一部抜粋）

○みんなが手軽で、準備しやすい防災グッズ
○非常用避難袋について
○分かりやすい、ハザードマップ作り
○家具の固定について
○コロナ禍における、地域の人とのコミュニケー
ションの取り方

○ボランティアに参加するために自分たちにでき
ること

○ボラに自分たちにできるこ



評価規準

Ⅲ 防災のために行動している人に感謝し、地域貢献のために、自
分ができることを仲間や地域の人を巻き込んだ提案を考え伝え
ようとしている。

Ⅱ 防災のために行動している人に感謝し、地域貢献のために、自
ら行動に移せる具体性のある提案を考え伝えようとしている。

Ⅰ 地域のために行動しようとする意識が薄く、地域の実状に応じ
て考えようとしていない。

〇パフォーマンス課題【本時】
・地域のために自分ができることを考え、伝えることができる

〇ルーブリック（評価規準）【本時】

(

◎本時の評価規準について



調べて分かったことを分かりやすく発表



調べても分からないことを質問



地域のために自分ができることを考え、伝えることが
できる

・ノンバールコミュニケーションなら，話すことが苦手な人
も気軽にできるし，コロナ禍を意識しなくてもよいと思った。
今日学んだことを家族に話すことで，防災に向けての意識を
高めていこうと思う。



地域のために自分ができることを考え、伝えることが
できる

・僕の近所では，お年寄りの方ばかりなので，具体的なコ
ミュニケーションをとるのは難しいと思います。だから，あ
いさつをすること，運動をしている元気なところを見てもら
うなどを継続していきたいです。



○過去に助けてもらって、自分も助けられる
存在になりたいから。

○生まれ育った町に恩返しをしたいから。
○まわりの人に死んでほしくないから。

◎他の人や地域の安全のために役立ちたいと考えている

学習前 学習後

肯定的な回答（％） 91.9 96.0

「坂町学びのアンケート」より



○前の災害でボランティアの人の中に県外から手伝っ
てくれて、とてもうれしかったから。
○災害が起きた後の大変さを知っているから。
○あれは忘れもしない７月６日、西日本豪雨が坂町を
襲いました。その時，自分は役に立てなかったので，
坂のために無償で貢献したいからです。

◎自分の住んでいる地域で災害が起きたら、ボランティア
活動に進んで参加したい

学習前 学習後

肯定的な回答（％） 93.1 96.0

「坂町学びのアンケート」





【成 果】
○中学校区として育てたい資質・能力の整理
○ＩＣＴの積極的な活用
○地域とのつながりの促進

【課 題】
○育てたい資質能力の評価・改善
○学習指導要領の趣旨実現のためのＩＣＴ活用



ご清聴ありがとうございました


